（書式１）事故発生報告書　　　　　事業所名（　　　　　　　　　　　　　　　）

	報告者
	　　　　　　　　　　　　　　　　　報告日（　　　　　　　　　　　　）

	発生場所
	

	発生日時
	　　　　　　年　　月　　日　　　午前・午後　　　　時　　　分頃

	被害者・物
	氏　名

	事故の結果
	□死亡　□骨折　□負傷　□熱傷　□救急　□入院　□器物破損

	介護中
	□介護中　　□見守り中　□介護中でない

	事故類型

＊複数可
	□転倒・転落　□自傷　□他傷　□熱傷　□誤嚥・誤飲　□食中毒　□異食
□誤薬　□行方不明　□急病　□発作　□事業所事故（火災等）

□交通事故（加害者氏名：　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　）

	事故の危険度

※1,2の場合書式2.3を使用
	１、要行政報告（死亡・骨折・３針以上の縫合・無断外出・外泊）

２、その他重要事故（　　　　　　　　）３、軽微な事故

	事故等の概要

＊重大事故の場合には，（詳細：書式２）にも記載すること。

＊必要に応じて同じフロアーにいた全職員も書式２を書く。
	【事故発生場所】（詳細：書式２）

【事故の概要】（詳細：書式２）

【対応窓口：氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】

	事故直後の対応

＊結果の拡大を防ぐために実施したこと
	

	管理者への報告
	· 有・無　　　　月　　日　　時　　分　報告者（　　　　　　　）

	本部への報告
	· 有・無　　　　月　　日　　時　　分　報告者（　　　　　　　）

	家族への報告
	· 有・無　　　　月　　日　　時　　分　報告者（　　　　　　　）

	家族の反応
	

	その後の対応
	

	解決状況
	

	※事故の原因と教訓（記入者記述）
	


事故の分析と対処（書式４）

	※事故の原因と教訓（再分析後の結果）
	

	※検討内容

＊①事故類型でチェックした事故が起こった原因を考えてください。②その上で，その事故原因となる情報は，ⅰ事前に把握できたものか，ⅱ個別に職員が対応しているときに把握できたものか。③事故を防ぐためには，職員が何をすべきであったか。④結果を最小限にするための事故後の対応として十分であったかを検討してください。
	①事故原因

②予見性

ⅰ情報としての予見性（予見性チェックシートに記載して，事故を予見できたといえる情報を探してください。）

ⅱ個別対応時の予見性

③回避性

④事故の拡大防止



	※再発防止策

＊上記②③の各について今後の再発防止策を検討すること
	

	改善策の実施状況
	

	最終解決日
	　　　　　　年　　月　　日　　　　　　確認印


（書式２）事故発生状況（被害者名　　　　　　　　　　　　）

※５Ｗ１Ｈに基づいて、事故状況が再現できるよう、生データと推察等を分けて記載すること。

	
	客観的事象（利用者の言動・実際の状況）時間も記入してください。
	対応内容
	対応の際の対応者の洞察及び推察等
	管理者等からの

指示



	対応者

・発見者
	発生前の状況
	
	
	
	

	
	発生時

の状況
	
	
	
	

	他の職員
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※書ききれない場合は、別紙記載後添付のこと。
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事故対応経過表　　　　　　　　　　

	月日
	時刻（時・分）
	対応内容
	対応者

＊職種名も記載

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


※特に対応した時刻（メモなどをとっておく）はできるだけ詳細に記録しておきましょう。

※対応記録は、問題解決まで、漏れなく記載しておきましょう。

（書式３-１）予見性チェックシート

※過去の記録から、当該事故の「予見性」に関する記載等をもう一度点検してみましょう。

＊事故発生の危険性を示す事実を下記書類から探してください。
	アセスメントシート
	

	認定調査票
	

	医師意見書
	

	家族からの情報
	

	個別支援計画
	

	ヒヤリハット・過去の事故の発生・苦情等
	

	マニュアル上の指摘
	

	その他情報
	


（書式３-２）事故別リスクチェックシート

※予見性を確認する上で、事故発生当日に把握されていた状況をチェックしましょう。

【転倒・転落事故】

	○麻痺等の有無
	1.ない　　2.左上肢　　　3.右上肢　　　　4.左下肢　　　　5.右下肢　　　　6.その他（四肢の欠損）

＊特記事項

	○関節の可動域の制限の有無
	1.ない　　　　2.肩関節　　　　　3. 股関節　　　　　4. 膝関節　　　　

5.その他（四肢の欠損）

＊特記事項

	○座位保持
	1.できる　　2.自分の手で支えればできる　3.支えてもらえればできる　　　4.できない

＊特記事項

	○両足での立位保持
	1.支えなしでできる　　2.何か支えがあればできる
3.できない

＊特記事項

	○片足での立位保持
	1.支えなしでできる　　2.何か支えがあればできる
3.できない

＊特記事項

	○歩行
	1.つかまらないでできる
2.何かにつかまればできる
3.できない

＊特記事項

	○移乗
	1.介助されていない　　2.見守り等
　3.一部介助
4.全介助

＊特記事項

	○移動または移動手段
	1.介助されていない　　2.見守り等
　3.一部介助
4.全介助

＊特記事項

	○視力

	1.普通（日常生活に支障がない）　2.約１ｍ離れた視力確認表の図が見える　3.目の前に置いた視力確認表の図が見える　　4.ほとんど見えない　　5.見えているのか判断不能

＊特記事項

	○聴力
	1.普通　2.普通の声がやっと聞き取れる　3.かなり大きな声なら何とか聞き取れる　4.ほとんど聞えない　5.聞えているのか判断不能

＊特記事項

	○認知度の有無・程度
	

	○尿失禁の有無
	

	○トイレや食事に行く際の行動
	

	○車椅子から立ち上がろうとする際の所作
	

	○その他特記事項
	

	当日の状況

	○体調
	Ｂｔ（体温）　　　　　　　　　　　Ｐ（脈拍）

Ｂｐ（血圧）　　　　／　　　　　　

ＳｐＯ2(動脈血酸素飽和度)

	
	○当日の心身の状態、覚醒等

	

	
	○当日の歩行状態
	

	
	○当日の移動手段
	

	
	○環境面
	

	
	○その他特記事項
	


【誤嚥事故】

	事前情報の整理
	○自宅での食事内容，食事形態，食事量，介助の要否等
	

	
	○施設での食事形態
	

	
	○施設での食事量（直近１週間程度の平均）
	

	
	○施設での食事に要する時間（直近１週間程度の平均）
	

	
	○施設での介助の要否
	1. 介助されていない　　2.見守り等
　　3.一部介助　　4.全介助

＊特記事項

	
	○えん下
	1.できる　
2.見守り等
3.できない

＊特記事項

	
	○特殊な食べ方をしていないか
	

	
	○長く噛んでいるかどうか
	

	
	○食物を詰め込む，むせやすいか
	

	
	○食物を詰め込む，むせたときの食材
	

	
	○禁食
	

	
	○自助具の使用の有無
	

	当日の状況


	○体調


	Ｂｔ（体温）　　　　　　　　　　　Ｐ（脈拍）

Ｂｐ（血圧）　　　　／　　　　　　

ＳｐＯ2(動脈血酸素飽和度)

	
	○当日の心身の状態、姿勢、覚醒等
	

	
	○食事中の食べる早さ、飲み込みの状況
	

	
	○飲食物の状況（かたい・やわらかい等）
	

	
	○食事前の状況
	

	
	○食事中の状況
	

	
	○その他特記事項
	


【自傷・他傷事故】（被害者）

	事前情報の整理
	○過去の自傷・他傷行為の状態
	

	
	○自傷・他傷行為の特徴
	

	
	○自傷・他傷行為の発生度合
	

	
	○自傷・他傷行為の発生時の特徴

	

	
	○精神安定剤等の服薬状況
	

	当日の状況


	○家庭等での前日の状況（睡眠時間・パニック等の発生状況等）
	

	
	○当日の心身の状態、覚醒等


	

	
	○自傷・他傷行為の発生前の状況（大きく原因となることはなかったか）
	

	
	○その他特記事項
	


【他傷事故】（加害者）

	事前情報の整理
	○過去の他傷行為の状態
	

	
	○他傷行為の特徴
	

	
	○他傷行為の発生度合
	

	
	○他傷行為の発生時の特徴
	

	
	○他傷行為を繰り返し起こす対象者の存在
	

	
	○精神安定剤等の服薬状況
	

	当日の状況

	○家庭等での前日の状況（睡眠時間・パニック等の発生状況等）
	

	
	○当日の心身の状態、覚醒等

	

	
	○他傷行為の発生前の状況（大きく原因となることはなかったか）
	

	
	○その他特記事項
	


【苦情受付書式】

意見・要望・苦情受付記録　　　　　　報告日（　　　　　年　　月　　日）

	事業所名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　窓口担当者（　　　　　）報告者（　　　　　）

	利用者氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　申出日

	申出者
	□本人　　　□家族　　　□後見人　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	申出の種類
	□意見　　　□要望　　　□苦情（□処遇　□施設運営　□事務　□その他（　　　　））

	申出の内容
	申出方法（□対面　□電話　□文章等　□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	申出の類型
	□人権侵害　□不適切対応　□処遇内容の改善　□基準等の見直し　□その他

	報　告
	□責任者への報告　□管理者への報告　□法人への報告　報告日（　　　　　　　　　）

	苦情の分析
	※「①利用者の存在を無視していたのではないか、②利用者の存在を蔑視していたのではないか、③利用者が生きていく上でのこだわりを軽視したのではないかという３つの観点」から分析してみましょう。

	責任者所見
	

	対応
	※誰が、どのように対応したかを明確に記載しましょう。

	結果
	※教訓化されること、職員に周知すべき内容、改善方向性を明記すること。

	最終解決日
	　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　確認者（　　　　　　　　　　　）

	確認
	管理者（　　　　　　）サービス管理者（　　　　　　　　）


【現場状況図】＊利用者・職員の位置関係、回りの状況、危険物の存在等をわかりやすく図示
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【怪我の状況】


○外傷の部位





○外傷の大きさ・色・程度
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